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第
�
回
谷
汲
公
民
館
�
�
�
開
催
�

�

11
月
５
日
・
６
日
、
谷
汲
文
化
会
館
お

よ
び
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
１
回

谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
住
民
自
身
の
手
で
公
民
館
ま
つ

り
を
作
り
上
げ
よ
う
と
実
行
委
員
長
を
は

じ
め
関
係
者
一
同
が
準
備
に
取
り
組
み
ま

し
た
。　
　

　

展
示
部
門
で
は
、
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
・
文
化
サ
ー
ク
ル
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
の
力
作

が
並
び
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、

谷
汲
小
学
校
の
生
徒

に
よ
る
迫
力
の
あ
る

合
唱
や
、
一
般
の
皆

さ
ん
の
熱
の
こ
も
っ

た
歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
め
て
試
み
た
食
品
や
陶
磁
器

な
ど
の
バ
ザ
ー
も
好
評
で
、
ま
つ
り
の
雰

囲
気
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

春
日
文
化
祭
開
催
�

　

10
月
30
日
、
春
日
文
化
祭
が
春
日
振
興

事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

振
興
事
務
所
５
階

大
ホ
ー
ル
で
は
、
文

化
ク
ラ
ブ
に
よ
る
民

謡
、
舞
踊
、
歌
謡
、

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス

な
ど
が
披
露
さ
れ
、

積
み
重
ね
て
き
た

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、

日
赤
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
よ
り
活
動
の
様

子
が
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
寸
劇
に
て
紹
介
さ

れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

  

作
品
展
示
で
は
、
ど
れ
も
質
の
高
い
作

品
が
並
び
ま
し
た
。
山
鳩
句
会
、
春
日
小

中
学
校
の
皆
さ
ん
、
保
育
園
保
護
者
会
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
春
日
地
区
町

民
か
ら
の
出
品
、
愛
知
県
春
日
町
か
ら
の

交
流
作
品
な
ど
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
茶
道
ク
ラ
ブ
が
お
茶
席
も
行

い
、
来
場
者
の
方
か
ら
大
変
好
評
を
得
ま

し
た
。

久
瀬
地
区
文
化
祭�

開
催
�

　

11
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

久
瀬
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
久
瀬
地
区

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
今
年
度
は
じ
め
て
保
育
園
児
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
手
話
を
し
な
が
ら

歌
を
歌
う
な
ど
、
か
わ
い
ら
し
い
発
表
で

し
た
。
ま
た
発
足
し
た
ば
か
り
の
『
や
ま
び

こ
雅
』
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
よ
さ
こ
い
」

で
は
、
練
習
を
始
め

て
ま
も
な
い
と
は
思

え
な
い
く
ら
い
の

堂
々
と
し
た
演
技
で

し
た
。
ほ
か
に
も
民

謡
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　

作
品
展
示
で
は
、
水
墨
画
や
書
道
や
生

花
な
ど
の
力
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
文
化

祭
の
発
表
や
作
品
展
示
の
鑑
賞
に
は
多
く

の
方
の
参
加
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
橋
地
区
文
化
祭
開
催
�

　

10
月
30
日
、
藤
橋
小
中
学
校
に
お
い
て

藤
橋
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
藤
橋
小
中
学
校
の
学
習
発
表

会
、
午
後
は
一
般
の
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

と
、
住
民
に
よ
る
手
作
り
の
文
化
祭
が
立

派
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
全
校
生
徒
（
12
名
）
に
よ
る
劇

で
は
、
全
員
が
思
い
っ
き
り
の
演
技
で
会

場
に
笑
い
と
感
動
を
生
み
だ
し
、
中
学
生

の
学
年
別
発
表
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の

成
果
を
、
プ
レ
ゼ
ン
に
よ
る
発
表
、
合
唱

と
合
奏
、
英
語
劇
と
い
う
形
で
堂
々
と
披

露
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
一
般
の
部
は
「
伝
え
よ
う
、
守

ろ
う
、
藤
橋
の
良
き
文
化
を
！
」
の
テ
ー

マ
の
下
で
こ
れ
ま
で

の
生
涯
学
習
活
動
の

成
果
を
展
示
と
ス
テ

ー
ジ
で
披
露
し
合
い

ま
し
た
。
テ
ー
マ
に

ふ
さ
わ
し
く
、
藤
橋

地
区
に
昔
か
ら
伝
わ

る
子
守
歌
を
披
露
す
る
グ
ル
ー
プ
や
、
ト

ー
ン
チ
ャ
イ
ム
に
よ
っ
て
合
奏
を
披
露
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

中
心
と
し
た
コ
ー
ラ
ス
団
体
の
発
表
と
内

容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
地
域
に
あ
る
豊

か
な
文
化
を
確
か
め
合
っ
た
思
い
出
深
い

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

坂
内
文
化
祭
開
催
�

　

11
月
３
日
、
坂
内
小
中
学
校
体
育
館
に

お
い
て
『
坂
内
文
化
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
３
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
が

あ
り
小
中
学
校
の
作
品
や
劇
、
文
化
サ
ー

ク
ル
や
有
志
の
作
品
や
舞
台
発
表
を
熱
心

に
見
入
り
ま
し
た
。

　
「
元
気
！
さ
か
う
ち
、
守
ろ
う
、
創
ろ

う
、
つ
な
ご
う
文
化
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
文
化
部
会
と
文
化
サ
ー
ク
ル
協
議
会

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
文
化
祭
実
行
委
員
会

で
準
備
を
重
ね
、
地
区
内
の
各
団
体
や
個

人
が
日
ご
ろ
の
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
な

ど
の
成
果
を
思
う
存

分
披
露
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　

冬
の
到
来
を
予

感
さ
せ
る
よ
う
な

肌
寒
い
１
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
内
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
坂
内
公
民
館
ス
タ
ー
ト
の
記
念
す

べ
き
年
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
祭
と
な
り
ま

し
た
。

健
康･

栄
養
相
談
�
体
力
測
定
�
�
案
内

　

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談

を
専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

12
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
９
時

■
場　

所　

揖
斐
川
健
康
広
場

　
　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費　

用　

無
料

■
内　

容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄

養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
運
動

指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

12 月 18日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

舞踊の様子

ハーモニカ発表の様子

体験の様子

民謡の様子

歌の様子




